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第２回 基本計画中間見直しプロジェクト要点録

１ 会議の状況

⑴ 開催日時

平成３１年１月３１日（木） 午前１０時～１１時４５分

⑵ 開催場所

市役所２階 ２０２会議室

⑶ 出席委員

松原八壽雄、吉田民子、改田英彦、服部亜紀 ４名

⑷ 欠席委員

０名

⑸ 事務局

木戸課長、三浦課長補佐、森主事

２ 議題

⑴ 「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の中間見直しについて

⑵ 生ごみの水キリ及び古紙分別のアンケート結果について（報告）

３ 会議の要旨

※ 「燃えるごみの排出量に応じた費用負担の検討について」の審議会の答申概要（未

定）について説明

・家庭系処分ごみ排出量は毎年減っているため、有料化によらず、既存の取組の推進

や、新たな取組などにより、ごみの減量を図るよう努めることとし、基本計画の数

値目標の未達成、若しくは数値との差が大きいと判断した場合は、改めて検討をす

すめることとする。

・付帯意見として、老朽化している晴丘センターの延命化・建替えのための多額の費

用をどのように賄うかの検討と、有料化した場合、その得られた収入の使途につい

て示していく必要がある。

⑴ 「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の中間見直しについて

【意見等】

・古紙の回収量が減少しているのは、新聞を取っている人が減少しているからだと思

う。自治会回収においても、毎年約７％売払い収入が減少している。

・古紙が予測値と比較して減少しているため、予測値を見直す必要があるのか。

○事務局回答：数値を見直すことは行わずに、全国的に新聞等の発行減少により、古

紙収集量は減少している等の状況を記載する方向を考えている。

・現状の冊子と同じ厚さの冊子をまた作成するのか。

○事務局回答：変更した箇所を取り出した冊子とする。

・燃えるごみが予測値どおり推移しているとのことだが、以前より減少量は落ちてい

ると感じる。その点を検証する必要があるのではないか。

資料 ２
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・水キリと古紙分別の取り組みについて、これは個人の意識の問題でもあるため、長

期的な視点で効果を判断する必要がある。ただ、本市のごみ総量は県内でも低いた

め、市民がきちんと取り組めば、さらに減量は進むと考える。

・減量に取り組んでいない人への効果的なツールや事業を検討する必要がある。

・有料化の定義がわかりにくい。尾張旭市はごみ袋の流通は市場に任せているが、長

久手市は市が作成し販売を店に委託している。尾張旭市と袋の金額がほぼ同額の長

久手市は、ごみ袋販売に関する収入はあるが、尾張旭市にはない。そのため、ごみ

袋を購入している市民のなかには、尾張旭市もすでに有料化であると感じている人

もいると思う。基本計画に有料化の判断についての経過も記載するのであれば、市

民にもっと分かりやすい内容とするべきだと思う。

○事務局回答：国が定義する有料化は、ごみ処理費用をごみ袋へ金額を上乗せする等

して市民に負担を求めるものであり、本市の有料化もその定義に基づき検討してい

る。しかし、市民は単なる「ごみ袋の値上げ」と捉えると思われるので、有料化の

定義や検討・目的について市民に適切に伝わるよう努める。

・具体的な取り組み内容の№22「生ごみのエネルギー化」、№39「プラスチックごみ
の処理のあり方について検討します」について、東部衛生組合ではどの程度、調査・

研究が進んでいるのかを知りたい。

○事務局回答：東部衛生組合も中間見直しを現在進めており、年度末には完成する予

定です。この報告内容も確認し、本市の中間見直しを検討していきます。

・乾電池の処理方法が分からない人が多いと感じる。広報等で特集として掲載しても

良いのでは。

○事務局回答：バッテリーが原因と思われる火災（収集車内や処理場で）が増えてい

るため、今後も周知は必要だと捉えている。

⑵ 生ごみの水キリ及び古紙分別のアンケート結果について（報告）

【意見等】

・古紙を排出する際に、一番面倒だと感じるのは金具を取り外しだと思う。どの程度

まで取り外す必要があるのか。

○事務局回答：事業者によれば、金具は再生処理の際に選別されるため、そこまで気

を使う必要がないと聞いている。できれば取り外して欲しい程度であるが、あまり

それを公に伝えることは控えている。

・食事の食べキリについて、家庭内では実践されているかもしれないが、学校給食等

で発生する食べ残しの課題はあるのでは。

○事務局回答：食品ロス削減については、国も掲げていることであるため、具体的な

取り組み「３０１０運動」等の記載も、中間見直しで追加していく予定である。

３ 事務連絡

⇒ 本日は、今後の中間見直しの検討を進めるために、成果等について報告する会と

した。次回は２月頃に開催し、再度意見等を聴取し、中間見直しへ反映させていく

こととする。
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第３回 事業系ごみ適正化プロジェクト要点録

１ 会議の状況

⑴ 開催日時

平成３１年２月２８日（木） 午後３時～午後３時４５分

⑵ 開催場所

尾張旭市役所南庁舎３階 ３０２会議室

⑶ 出席委員

米谷雅弘、伊藤紀子、白坂弘子 ３名

⑷ 欠席委員

鍋島洋行 １名

⑸ 事務局

三浦課長補佐、森主事

２ 議題

「事業系ごみについて」のチラシについて

⑴ 校正案について意見交換

⑵ 事業系ごみ適正排出に向けた事業者周知等の実施について

３ 会議の要旨

⑴ 今回の意見を反映し、チラシの発注依頼を行う。

⑵ 事業者への周知は事務局案のとおり行う。アンケートの実施方法については、今回

の意見を整理し、プロジェクトリーダーと最終確認を行った後、適時実施していくこ

ととする。

【意見等】

⑴ チラシについて

・廃棄物収集運搬及び処理許可事業者の掲載は困難だろうか。

⇒事務局回答

一般廃棄物の許可業者であれば、１０社と限られるが、産業廃棄物の許可業者は膨大

であるため、チラシへ掲載することは困難である。チラシにつけるＵＲＬ若しくはＱ

Ｒコードを活用し、事業者にて許可業者を調べてもらうことをお願いしたい。

⑵ 周知及び方法について

・アンケート調査については、メールで回答するのはどうか。

⇒事務局回答

基本は紙を予定しているが、検討してみる。

・ごみの排出量の把握は、ｋｇで聞き取るより、袋の数などで聞き取る方が回答しやす

いと思う。

⇒事務局回答
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表現を検討する。

・問６について、表に「１か月あたりの～」と記載があるが、説明文にも加えたほうが

良いのでは。

⇒表現を検討する。

・アンケート調査は、その後どのような活用をするのか。

⇒事務局回答

どのような事業者がどのように事業系ごみを排出しているかを把握し、今後の適正排

出指導を行う業種の確認などの参考にしたい。また、アンケート実施による継続した

啓発にも活用する。

・申告する事業者はいないかもしれないが、適正排出している事業者へ「優良マーク」「優

良ステッカー」などを配布しても良いのでは。

⇒事務局回答

現在、環境課では事業者の適正排出に関する制度はないので、調査をしたい。

※チラシ及びアンケート用紙の内容について、追加修正や意見があれば、３月５日までに

環境課へ連絡をしてもらうこととした。

４ 事務連絡

廃棄物減量等推進審議会より、「燃えるごみの排出量に応じた費用負担について」の答

申が行われたこと、今後、市で判断を行っていくことを報告した。
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第４回 リサイクル広場拡充プロジェクト要点録

１ 会議の状況

⑴ 開催日時

平成３１年３月８日（金） 午後１時３０分～

⑵ 開催場所

環境事業センター 会議室

⑶ 出席委員

服部亜紀、松原八壽雄、平野恵子 ３名

⑷ 欠席委員

鍋島洋行 １名

⑸ 事務局

朝見所長補佐、三浦課長補佐、森主事

２ 議題

⑴ 学習広場のレイアウト確認

⑵ 名古屋産業大学秋学期開講科目「循環型社会論」における学生との意見交換につい

て

⑶ 保育園児を対象とした、ごみ減量・資源化学習の進捗状況について

３ 会議の要旨

⑴ 意見を基に、リサイクル広場の学習コーナーを発展させていく。なお、コンポスト

等の展示資料については、より内容に精通している松原委員へ展示案をいただくこと

とする。

⑵ 名古屋産業大学との連携は継続していく。

⑶ アンケート内容を修正し、今後のごみ減量・資源化の検討に活用できるようなもの

へ改善していく。

【意見等】

⑴について

・クリーンシティのポスターや標語を年間掲示してはどうか。また、表彰式の様子な

どの写真を展示しても良いと思う。

・保育園児に実施中の出前環境教室の様子や、堆肥化講習会の様子など、イベントの

写真も掲示すると良いと思う。

・あさぴーを活用し、案内ＰＯＰを増やして華やかにしてはどうか。

・コンポスト等の堆肥化容器の展示や、補助事業のＰＲをしてはどうか。

・出し方に困るごみ（問い合わせが多いごみ等）の出し方ＰＲも掲示してはどうか。

・各チラシ置き場に、「ご自由にお持ちください」のような案内が欲しい。

・３０１０運動の掲示物はもっと大きくて良いと思う。
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⑵について

・提案内容の所々に学生の勉強不足ではないかと感じる部分もあるが、今後もこうい

った連携を続け発展させて欲しい。

⑶について

・アンケート内容の精査は必要だと感じる。例えば問６「配布した雑がみ袋は使用し

ているか」について、別のツールを以前から使用しているかなのか、古紙の分別は

しているが、雑がみだけ行っていないのかが判断し難い。

・リサイクル広場を知っているかどうかの質問もあって良いのでは。


